シリーズ　人間と自然がつくる日本列島環境史　全6巻

The Japanese archipelago as a result of human-nature interactions

湯本貴和・列島プロジェクト編

刊行にあたって：分野横断的におこなわれた列島プロジェクト（日本列島における人間－自然相互関係の歴史的・文化的検討）の成果を、一般読者ならびに幅広い分野の研究者に伝え、日本列島における人間と自然との関係をとらえなおし、その将来像を考える契機にしたい。
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第1巻『日本列島の環境史』高原　光・村上哲明編

日本列島は歴史時代以降、一貫して人口稠密地域であり、大部分の自然が人間活動の影響を強く受けている。また日本列島の生物相は、気候変動に伴って大陸から移入してきた生物を基層にしているが、それに人間がさまざまな時代に持ち込んだ生物が加わって形成されている。人々の生活も、さまざまな生物資源の利用の上に成立してきた。この巻では、古生態学的手法、分子系統地理学的手法、安定同位体をもちいた生態人類学的手法、動物・植物考古学的手法、社会言語学的手法によって、最終氷期以降における日本列島の生物相の変遷と人間の資源利用の歴史を論じる。
湯本貴和（はじめに）
片山一道（日本列島に住む人々はどこから来たか）

矢原徹一・湯本貴和（日本列島の生物多様性）

高原　光ほか（花粉からみた植生史）
村上哲明・瀬尾明弘ほか（DNAからみた植物の分布変遷）
津村義彦・百原　新（植物化石とDNAからみた最終氷期最盛期のリフュージア）
米田　穣・陀安一郎・兵藤不二夫（古人骨からみた食物資源利用の歴史）
村上由美子（木製品からみた資源利用の歴史と多様性）
石丸恵利子（動物遺存体からみた資源利用と流通の歴史）
辻野　亮（考古資料との比較による有用動植物の分布域変化）

山口裕文（栽培植物と雑草のきた道）
中井精一（現代方言からみた植物利用の地域多様性）
第2巻『野と原の環境史』飯沼賢司・佐藤宏之編

日本列島の温暖湿潤な気候では、極相となる植生は森林であり、海岸や高山、河川敷あるいは火山周辺などの限られた場所にしか、自然草原は成立しない。したがって多くの草原は、人間の管理下にある半自然草原である。そのような半自然草原には最終氷期最盛期の冷涼乾燥な時期に分布を拡大した動植物が遺存している。半自然草原は、その利用形態が狩猟、放牧、観光など歴史的に大きく変化してきたにもかかわらず、現在まで維持されてきた。この巻では、最終氷期最盛期の草原の様子をサハリンや北海道のデータから復元するとともに、国内最大規模の半自然草原が残る九州で、その起源と成立、人間活動による維持のしくみについて論じる。

飯沼賢司・佐藤宏之（はじめに：野と原の環境史年表）
五十嵐八枝子（サハリン・北海道の最終氷期最盛期の植生）

高橋啓一（最終氷期最盛期以降の草原性動物相の変遷）

須賀　丈・丑丸敦史・田中洋之（草原の歴史と草原性植物相・昆虫相）

出穂雅実・佐藤宏之（旧石器時代の狩猟と大型動物相）

宮縁育夫・佐々木　章（くじゅう阿蘇草原の成立と火山活動）

下村　智・橘　昌信（くじゅう阿蘇草原の旧石器〜古墳時代遺跡の立地）
春田直紀（阿蘇草原の地名と土地利用・環境認識）

飯沼賢司（下野狩神事にみるくじゅう阿蘇の草原の歴史）

中澤克昭（コラム　古代〜中世の狩猟と草原）
段上達雄（コラム　くじゅう阿蘇草原における植物利用の民俗）

中山昭則（近代以降のくじゅう阿蘇草原利用—観光開発と入会地）

飯沼賢司・佐藤宏之（まとめ：野と原の賢明な利用と重層する環境ガバナンス）

第3巻『林と里の環境史』大住克博・湯本貴和編

森林は最終氷期最盛期以降の気候変動で大きく姿を変えてきたが、人間活動が盛んになるにつれて、むしろ人間の資源利用による森林の改変が林のかたちを決めるものとなった。とくに中世あるいは近世以降では、関東や近畿で水田耕作を維持するために必要な燃料や飼料・肥料、道具などの原材料を得て、その一部を都市圏に流通させる商品生産の場として、林が利用されてきた。この巻では、古代には建築材供給の場であったが、近世や近代ではむしろ薪炭材を安定的に提供するように改変されてきた近畿の山林を中心に、森林の歴史と人間活動について論じる。

大住克博・湯本貴和（はじめに：林と里の環境史年表）
佐々木尚子・高原　光（花粉分析と微粒炭からみた近畿里山の歴史）

水野章二（山作所の材木調達から荘園化に伴う山林利用と相論）

佐久間大輔・伊東宏樹（池田炭など里山の商品生産と流通）

大住克博（コラム　樹木の萌芽特性とその利用）

堀内美緒・奥　敬一（作業日記からみた里山利用）

奥　敬一・深町加津枝・大場　修（古民家の建築材からみた里山利用）

深町加津枝・奥　敬一（上世屋と志賀の森林利用の比較）

井之本　泰（コラム　京都北部の植物利用の民俗）

小椋純一（絵図や地図からみる京都盆地の景観史）

森本仙介（吉野地域における林業と木地屋－都市商人の関与）

大住克博・湯本貴和（まとめ：林と里の賢明な利用と重層する環境ガバナンス）
第4巻『海と島の環境史』安渓遊地・田島佳也編

海に囲まれた日本列島では海の生物もまた、生業に関わる重要な資源である。とくに島嶼では、陸産資源が限られているため、交易など島外との関係に大きく依存してきた歴史がある。目に見えやすい陸産資源に関しては「賢明な利用」が発達する反面、無尽蔵に思われるような海産資源に対しては、交易品あるいは商品として特定の生物種に利用が集中しがちであり、乱獲によって資源の枯渇をまねくこともあった。また冷凍技術が発達する近代以前では、海産物を輸送するために塩蔵あるいは乾燥させる必要があり、いずれも燃料である薪炭をきわめて多く消費してきた。この巻では、北海道と奄美・沖縄を例にとり、古代からの海産資源の乱獲と資源回復の試みの歴史を明らかにするとともに、海産物加工に伴う森林破壊の実態を解明し、生物資源の持続的利用について論じる。

安渓遊地・田島佳也（はじめに：海と島の環境史年表）

右代啓視（古代のアワビ乱獲の歴史）

児島恭子（ニシン漁場のアイヌ）

田島佳也（鰊漁場資料にみるニシン漁と森林利用）

三浦泰之・麓　慎一（魚付林思想の歴史と北海道への導入史）

中野　泰（スケソウダラ漁における賢明な利用）

木下尚子（古代のヤコウガイ乱獲の歴史）

安渓遊地・安渓貴子（高い島と低い島の物々交換）

安渓貴子（コラム　ソテツの利用）
当山昌直（ジュゴンの乱獲と絶滅の歴史）

渡久地　健（サンゴ礁での環境認識と持続的利用）

蛯原一平（コラム　西表島のイノシシ猟）

安渓遊地・田島佳也（まとめ：海と島の賢明な利用と重層する環境ガバナンス）

第5巻『山と獣の環境史』白水　智・池谷和信編

近世や近代では、都市近郊ではすでに木材が生産できる天然林はなく、かなり遠隔地の山村に木材生産の場を確保しなければならなかった。またそのような山村では、毛皮や肉、薬種などのために狩猟される大型哺乳類、あるいは鷹狩りに使用するハイタカやツミなども重要な生物資源であった。これら奥山の資源利用においては、人間同士だけでなく人間と鳥獣の間にも葛藤が生じ、利害の調整が歴史を通じて大きな課題になっていた。この巻では、都市近郊の水田に関連した里山ではなく、焼畑耕作とともに、材木生産、木地製作、狩猟などの生業技術体系を複合させて人々の生活が成立していた中部や東北の奥山を中心に、森林と鳥獣をめぐる資源利用の歴史を論じる。

白水　智・池谷和信（はじめに：山と獣の環境史年表）

長谷川裕彦（山村の地形形成と土地利用）

荒垣恒明（巣鷹をめぐる山地利用と規制）

田口洋美（近世以降のマタギと資源管理）

永松　敦（狩猟をめぐる資源管理と信仰）

小山泰弘（コラム　木材資源利用と流通の歴史）

関戸明子（近現代の林野利用の変遷と集落）

井上卓哉（材不足に伴う木地屋と木工の歴史的変遷）

菊池勇夫（牛馬の放牧と獣害の歴史）

岡　惠介（北上山地における焼畑と獣害、狩猟）

三戸幸久（ニホンザルの分布変遷と人間との関わり）

伊澤紘生（コラム　獣害の現在）

白水　智・池谷和信（まとめ：山と獣の賢明な利用と重層する環境ガバナンス）

第6巻『人と自然の環境史―「賢明な利用」と自然への畏敬』（湯本貴和・矢原徹一・松田裕之編）

日本列島においては、人間活動の自然への徹底した関与にもかかわらず、これまで植物や淡水魚の固有種を数多く含む豊かな生物相が維持されてきた。このことから、近代以前の日本における人間－自然相互関係には生物資源を枯渇させないような伝統的な知恵があり、むしろ適度な人間活動こそが日本の持続可能な生物資源と豊かな生物相を支えてきたという見解が一般に受け入れられている。この巻では、環境史年表で日本列島における「賢明な利用」を描き出し、その帰結を検証することによって、将来に向けて生物文化多様性を発展的に継承するための方策を論じる。
湯本貴和・矢原徹一・松田裕之（はじめに：日本列島の環境史年表）

今村彰生（生物文化多様性はなぜ大切か？）
山根京子（コラム　ワサビの生物文化多様性）
松田裕之（生態学からみた「賢明な利用」）

矢原徹一（先住民の権利と生物文化多様性）
児島恭子（コラム　アイヌの資源利用の実像）

安部　浩（仏教的「賢明な利用」とキリスト教的「賢明な利用」）

湯本貴和（コラム　妖怪の生物文化多様性）
白水　智（前近代の日本列島における資源利用をめぐる社会的葛藤）
森元早苗（日本におけるコモンズと重層する環境ガバナンス）
安渓遊地（環境ガバナンスからみた成功と失敗の歴史）
湯本貴和（生物文化多様性の発展的継承へ向けて）
湯本貴和（まとめ：日本列島における「賢明な利用」と重層する環境ガバナンス）
